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（２） 西部地域 

 １） 「水」の保全整備 

 農業用水の安定供給を図るため、農業水利施設の計画的な保全と適切な維持管理体制の確立を支援

し、後世へ歴史的な農業用水を継承します。 
 土地改良区による適正な水管理や継続的な安定運営を支援し、農業水利施設の保全管理体制を構築

します。 

◆  農業用水利施設の計画的な保全 
・ストックマネジメントによる保全対策の推進 

取組内容 

計  画 実  績 評価 

 機能保全計画に基づく、基幹農業水利
施設の保全対策の推進 

 ---------------------------  4 地区を実施 
※ 上落合、藤岡中央、人見堰、神流川沿岸 

 

 

（今年度の取組内容） 
・保全対策の事業化に向け、関係機関との協議・調整を進める。 

 
・歴史的農業水利施設の継承 

取組内容 

計  画 実  績 評価 

 景観に配慮した用水施設整備 
 ---------------------------  1 地区を実施 

※ 小幡 

 
 

（今年度の取組内容） 
・昨年度に引き続き、景観に配慮した工法により整備を進める。 

 
・業務継続計画（BCP）策定の推進 

取組内容 

計  画 実  績 評価 

 BCP 策定を支援 
 ------------------  1 土地改良区を支援 

※ 甘楽多野用水 

 
 

（今年度の取組内容） 
・「土地改良施設管理者のための業務継続計画（BCP）マニュアル」や「簡易な土地改良区

BCP 作成例」等により BCP 策定を指導・支援する。 
 
  

（２） 西部地域 ～ 地域がはぐくんだ歴史ある農業用水路の継承と農地整備の促進 ～ 

「水」の保全整備 
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 数値目標  

目標名 H26 
（基準年） H27 H28 H29 H30 H31(R 元) 

（目標年） 
基幹農業水利施設の保全対策に着手した地区数［地区］ 
 目 標 － － 2 2 5 6 
 実 績 － 2 2 2 2  
保全対策により農業用水の安定供給が維持された農地面積［ha］ 
 目 標 － － 542 554 645 1,121 
 実 績 － － 306 392 599  
業務継続計画を策定した土地改良区数［土地改良区］ 
 目 標 － － － → → 3 
 実 績 － － － － 2  
※ 数値は、累計値。また、数値の下線＿＿は、見込み。 

 
◆  土地改良区の体制強化 

取組内容 

計  画 実  績 評価 

 土地改良区体制強化の促進 
 -----------------  15 土地改良区の支援 

※ 管内 15 土地改良区 

 
 

（今年度の取組内容） 
・管内土地改良区を訪問し、土地改良区体制強化基本計画の更新や課題解決のための支援

を行う。 

 数値目標  

目標名 H26 
（基準年） H27 H28 H29 H30 H31(R 元) 

（目標年） 
土地改良区体制強化基本計画を策定した土地改良区数［土地改良区］ 
 目 標 － － 5 5 － 15 
 実 績 － － 10 5 －  
※ 数値は、単年度取組数。 
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 ２） 「土」の保全整備 

 安定した農業経営を支援するため、平坦地における水田整備と中山間地域の畑地整備を進め、担い

手への農地集積を促進します。 
 農地の土壌汚染対策を進めます。 

◆  基盤整備の推進 
・基盤整備の推進 

取組内容 

計  画 実  績 評価 

 農業生産性の向上と担い手への農地 
集積を促進するための基盤整備 

 ---------------------------  4 地区を実施 
※ 松義西部、下戸塚、笹川沿岸、牛田川除 

 ---------------------------  1 地区を支援 
※ 宇田・一ノ宮 

 

 

（今年度の取組内容） 
・事業実施地区での工事進捗を図るほか、要望のある未整備地区については、事業化に 

向けた支援を継続して行う。 
 
・土壌汚染対策の推進 

取組内容 

計  画 実  績 評価 

 対策に向けた調査 
 ---------------------------  1 地区を実施  

※ 碓氷川流域 

 
 

（今年度の取組内容） 
・対策処方に基づく土地改良事業計画を定めるため、関係機関と連携し地元調整等を 

進める。 

 数値目標  

目標名 H26 
（基準年） H27 H28 H29 H30 H31(R 元) 

（目標年） 
区画整理による整備面積（水田・畑）［ha］【4 年間】 
 目 標 － － 17.4 60.1 88.8 105 
 実 績 － － 17.1 40.0 70.7  
※ 数値は、累計値。また、数値の下線＿＿は、見込み。 

 
◆  農地中間管理事業等を活用した農地集積の促進 

取組内容 

計  画 実  績 評価 

 農地中間管理事業を活用した農地集積
の促進 

 ---------------------------  5 地区で推進 
※ 松義西部、下戸塚、笹川沿岸、牛田川除、 

保美 

 

 

（今年度の取組内容） 
・土地所有者や地元関係者の集まる会議などで、農地中間管理事業の周知を行うとともに、

農地の集積を支援する。 
 
 

「土」の保全整備 
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数値目標  

目標名 H26 
（基準年） H27 H28 H29 H30 H31(R 元) 

（目標年） 
農地中間管理事業と連携した区画整理の地区数［地区］ 
 目 標 － － 5 5 → 全計画・実施地区 
 実 績 － － 5 6 5  
※ 数値は、累計値。また、数値の下線＿＿は、見込み。 

 
◆  野生鳥獣被害防止対策の推進及び支援 

取組内容 

計  画 実  績 評価 

 侵入防止柵等の設置 
 ------------------------  6 市町村を支援 

※ 高崎市、富岡市、安中市、下仁田町、南牧村、 
甘楽町 

 
 

（今年度の取組内容） 
・6 団体に対する侵入防止柵の設置を支援する。 
・各市町村の野生鳥獣被害の状況把握を行い、野生鳥獣被害防止対策の推進を図る。 

 数値目標  

目標名 H26 
（基準年） H27 H28 H29 H30 H31(R 元) 

（目標年） 
野生鳥獣被害防止対策を支援した市町村数［市町村］ 
 目 標 － － 3 4 5 6 
 実 績 （6） － 3 7 5  
※ 基準年の（ ）内は、過去 4 年間（H25～27）の実績であり、今後 4 年間で同数の実施・支援を目指す。 
※ 数値は、単年度取組数。 

 
 

 ３）  「里」の保全整備 

 高齢化や人口減少などにより離農の進んでいる中山間地域の集落機能や農地の維持を図ります。 
 老朽ため池の保全や地すべり防止区域における対策を講じ、危機管理対策を進めることで、農業の

安定経営と地域の保全を図ります。 
 生態系や環境に配慮し、豊かな自然環境の保全を図ります。 

◆  安心安全な地域づくり 

取組内容 

計  画 実  績 評価 

 老朽化及び耐震対策の推進 
 ---------------------------  5 地区を支援 

※ 穂積ため池、大谷・牛秣、斉渡ため池、 
法京ため池、万松寺貯水池 

 

 

（今年度の取組内容） 
・堤体の老朽化対策及び耐震対策工事を着手する。 
・防災重点ため池の見直しに合わせ、次年度の調査実施の手続きを支援する。 

 
  

「里」の保全整備 
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 数値目標  

目標名 H26 
（基準年） H27 H28 H29 H30 H31(R 元) 

（目標年） 
耐震性能を確認したため池数［地区］ 
 目 標 － － 22 23 24 25 
 実 績 18 20 22 22 22  
ハザードマップの作成を支援したため池数［ヶ所］ 
 目 標 － － 15 16 17 18 
 実 績 13 13 15 15 20  
※ 数値は、累計値。また、数値の下線＿＿は、見込み。 

 
◆  地すべり防止対策 

取組内容 

計  画 実  績 評価 

 協働による地すべり防止区域の監視 
 ---------------------------  8 地区で実施 

※ 白井、中郷、戸野、中野、高立、栃久保、 
河振、八木沢 

 

 

（今年度の取組内容） 
・地元住民及び関係市町村との協働による施設点検などの管理体制を確認する。 

また、水位観測などにより地下水位の異常を捉えるための委託を発注する。 
・白井地区、中野地区及び八木沢地区の地すべり防止施設の機能保全計画を策定する。 

 数値目標  

目標名 H26 
（基準年） H27 H28 H29 H30 H31(R 元) 

（目標年） 
地すべり防止施設の機能保全計画の策定地区数［地区］ 
 目 標 － － － 1 → 5 
 実 績 － － － 1 4  
※ 数値は、単年度取組数。また、数値の下線＿＿は、見込み。 

 
◆  生態系や自然環境への配慮 

取組内容 

計  画 実  績 評価 

 生態系等に配慮した整備及び調査 
 ---------------------------  4 地区を実施 

※ 下戸塚、笹川沿岸、牛田川除、宇田・一ノ宮 

 
 

（今年度の取組内容） 
・生態系等に配慮した水路などの対策結果を調査する。 

 数値目標  

目標名 H26 
（基準年） H27 H28 H29 H30 H31(R 元) 

（目標年） 
生態系に配慮した整備ヶ所数［ヶ所］ 
 目 標 － － 2 2 2 4 
 実 績 －  1 2 2  
※ 数値は、単年度取組数。 
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 ４） 「協働」 

 農業生産活動により維持されてきた多面的機能の保全を図ります。 
 地域の自主的な活動を支援し、農村地域の活性化を図ります。 

◆  多面的機能支払交付金等を活用した地域活動の支援 
・多面的機能支払交付金等の推進 

取組内容 

計  画 実  績 評価 

 地域資源の維持・保全が図られた農地 
 -----------------------  2,709 ha を支援 

  

（今年度の取組内容） 
・昨年度に引き続き、関係市町村の取り組みなどを支援するとともに、土地改良区の役員会

などで事業制度の周知を図り、新たな取り組みを促す。 

 数値目標  

目標名 H26 
（基準年） H27 H28 H29 H30 H31(R 元) 

（目標年） 
多面的機能の維持・発揮が図られた農業集落数［集落］ 
 目 標 － － 71 115(73) 113(75) 76 
 実 績 56 68 115 113 153  
農地・農業用施設の維持・保全が図られた農地面積［ha］ 
 目 標 － － 2,035 2,363 2,370 2,709 
 実 績 1,701 1,873 2,363 2,281 2,668  
地域構想づくり支援実施モデル地区数［地区］ 
 目 標 － － － → → 1 
 実 績 － － － － 1  
※ 多面的機能の維持・発揮が図られた農業集落数の H29 目標値は、単年度取組数。 
※ 農地・農業用施設の維持・保全が図られた農地面積の H29 目標値は、昨年度からの累計値。 
※ 数値目標の下線＿＿は、見込み。 

 
  

「協働」 


